
認定こども園　貢川進徳幼稚園

１、学校の教育・保育目標

２、本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した

　　学校評価の具体的な目標や計画

３、評価項目の達成及び状況

結果

B

A

　A:十分達成されている　B：達成されている　C：取り組まれているが、成果が十分でない　D：取り組みが不十分である

４、今後取り組むべき課題

　①子どもの食育の充実を図ります。

・年長児は園庭の畑を活用し、季節ごとにトマトやさつまいもを栽

培して観察したり、育てた野菜を使ってクッキングをすることがで

きた。

低年齢児でも毎日の給食を穏やかな気持ちで過ごせるように声かけ

をし、無理のない量からさまざまなメニューや食材に挑戦できるよ

うにした。また、絵本を用いて食べ物等への興味・関心を広げた

り、幼児の栽培している畑を見たりして興味を広げた。

・年長児だけでなく、他の学年も味覚教室のプログラムが体験でき

るよう、働きかけと検討を行ったが、本来、小学校用のものであ

り、他の学年での展開ができなかった。他の活動を模索し、次年度

以降で、4・5歳児向けの新たな食に関連する探求型の活動を取り

入れる予定である。
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（教育・保育目標）

　　・自らすすんで、いきいきと行動する子　　・情操ゆたかに、思いやりの心を持つ子　　・広い視野をもち、よく考え工夫する子

（私たちの願い）

　　　子どもが園の主役です。園に集う一人ひとりの子どもがそれぞれの個性を発揮し、園を染めていってほしい。

　　　その願いをもとに私たちは、子どもの自発的な学び・本物の体験と、心も体も落ち着ける場所を提供できるよう、努めます。

　　また子どもを支える保護者に寄り添い、ともに子育てをしていく姿勢を持ちます。

　①子どもの食育の充実を図ります。

　　　・年長児は季節ごとの畑の栽培に取り組み、専門家と連携した食に関連した活動も検討する。

　　　・年長児だけでなく、他の学年も味覚教室のプログラムが体験できるよう、働きかけと検討を行う。

　　　　これらの活動から食を身近に感じ、食べる楽しさを高めていく。

　②ICT化を推進します。

　　　・まずは紙プリントの電子化を進め、保護者の利便性を向上させる。

　　　・ICTツールの導入において、年度内に実現の可能性を探る。

評価項目 理由

　②ICT化を推進します。

ICT化の一部で、５月からお便りや献立（離乳食やアレルギー食は

除く）の配信を開始した。システムの仕様で閲覧期限が5日間と

なっているが、今年度は紙ベースで希望する方に個別に対応するな

どの配慮をした。今後のシステム導入後にこれらの改善を図る。

新たなシステム・アプリを検討し、導入の準備を進めたが、補助金

が次年度以降となったため、確定後に速やかに導入することとなっ

た。

保護者アンケートの結果を踏まえ、現金で徴収しているものを口座

引き落としに次年度から変更することとした。

課題 具体的な取り組み方法

身近な地域と関わり、子ども

たちの感性を豊かにする実体

験を広げます

・美術館等の地域資源を活用し、本物の絵画等を観察したり、季節ごとの変化や自然物などに

触れ、さまざまな視野を広げながら、それぞれの年齢で自ら表現する喜びを味う。

ICT化を推進します

・補助金確定後、年度途中においても、速やかに新しいシステムを導入する。

・保護者アンケートの結果を踏まえ、現金で徴収しているものを口座引き落としに変更するこ

ととした。

・園内の業務の効率化に向け、ＩＣＴやＡＩの活用を検討し、本来の教員の質の向上や、子ど

もと向き合う時間などの充実を目指す。


